














































い方法を考案し，コーティングしたものと，末コーティング粒子とを複合化することにより， 10- 17 --10- 1 S/cmの広い
範囲で電気伝導度を制御できることを見い出し，また導電機構としてパーコレーションモデルを提案している。







(1) ノ\イドロキノンを出発物質とする方法で合成した TCNQ と数百種のドナーを組み合わせた TCNQ 錯体を合成
し，その熱的性質より (a) 分解型 (b) 昇華型 (c) 融解型の三種に分類できる事を明らかにしている。
















明らかにしている。これを用いて 10- 17 -10- 1S/cmの広い範囲で電気伝導度が制御できる事，この転移がパーコ
レーションモデルで説明できる事を明らかにしている。
以上のように，本論文は有機導電性化合物を用いた新しいコンデンサの開発を行い優れた電気的，熱的特性を有する
事を示しており，電子工学に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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